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新株発行等に関する資金使途変更のお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2018年4月17日付「有価証券届出書の訂正届出書」（以下、

「本件公募増資等」といいます。）に記載いたしました「新規発行による手取金の使途」（以下、「資

金使途」といいます。）について、下記のとおり変更することといたしましたので、お知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１． 変更の理由 

当社は、新規上場の際、基幹システム、業務支援システム、商品対応システムの開発にかかる設備投資

資金、事業拡大に伴う札幌支店移転、青森事業所の移転、本社増床のための資金に充当するために公募増

資等を実施いたしました。 

これらの計画実行に当たり、支店の移転・開設計画を見直した結果、本件公募増資等の資金使途につき

まして、一部変更を行うことといたしました。 

札幌支店の移転計画につきましては、当初の候補地の調整がつかないこと、および全国的に好調な営業

活動が今後見込まれることから、当初の札幌支店の移転計画を見直し、代わりに複数地域での新規支店の

開設を計画いたしました。 

上記により、今般資金使途を変更することといたしました。 

尚、当該移転資金である8,000千円を超える額については、自己資金を充当する方針であります。 

 

  



 

 

 

２． 変更の内容 

本件公募増資等にて記載いたしました資金使途の変更は、以下のとおりであります。 

 

【変更前】 

上記の手取概算額1,168,900千円及び「１ 新規発行株式」の（注）４に記載の第三者割当増資の手取概

算額上限268,337千円については、基幹システム開発にかかる設備投資及び開発費用として平成29年10月か

ら平成31年11月までに535,000千円を、業務支援システム開発にかかる設備投資費用として平成30年４月か

ら平成32年３月までに440,000千円、商品対応システムにかかる設備投資費用として平成31年11月から平成

32年３月までに70,000千円、また、事業拡大及び人員増加に伴う札幌支店の移転にかかる建物等の投資と

して平成30年10月から平成30年12月までに8,000千円、本社増床にかかる敷金及び内装等の設備資金として

平成30年11月から平成31年１月までに154,000千円、青森事業所の移転にかかる敷金及び内装等の設備資金

として平成31年10月から平成31年12月までに198,000千円を充当する予定であります。 

残額については、将来における当社サービスの成長に寄与するための支出又は投資に充当する方針であ

りますが、当該内容等については現時点で具体化している事項はなく、今後具体的な資金需要が発生し、

支出時期が決定するまでは安全性の高い金融商品等で運用する方針であります。 

 

【充当状況及び変更後の内容】 

変更前に計画しておりました資金使途額につきましては、基幹システム開発にかかる設備投資及び開発

費用として394,483千円をこれまで充当しております。 

未充当の1,042,754千円のうち、札幌支店の移転にかかる建物等の投資としていた8,000千円を除いて、

当初計画どおりに充当する予定であります。残額の8,000千円につきましては、当初計画から変更し、「１．

変更の理由」で記載したとおり、複数の新規支店の開設費用に充当する予定であります。 

  

３． 今後の見通し 

本件資金使途の変更が当社業績に与える影響は軽微であります。 

 

以  上 


